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�� はじめに

近年は日本の中小規模の製造業においても国内や海外に複
数の事業所を持ち業務を行う場合も増えている。また一方で、
製造現場に対しても種々の情報技術 !� "の利用の提案が行わ
れており、その導入が進んでいるところも多い #$%。� を活用
することで、複数の事業所間で情報や知識を効率よく共有する
ことが可能となるが、その際業務内容に合わせた形の仕組み
を構築する必要がある。しかし、中小規模の製造業においては
� の導入は行われているものの、種々の理由により必ずしも
適切な形での利用がされているとは限らないのが現状である。
筆者らは、岐阜県内の複数の中小規模の製造業と連携し、製

造現場における � 導入に関する提案やプロトタイプシステム
の共同開発などを行ってきた。
本稿では、海外を含めた複数の事業所を持つ中規模の製造

業において、高品質インターネット電話を導入することによっ
て情報や知識を効率よく共有する試みについての聞き取り調査
を基にして、その効果と今後の課題についての検証を行う。

�� 中規模製造業における業務の分散化

以前からコスト削減等を目的として海外に事業所を持つ製
造業が増えているが、岐阜県内の中小規模の製造業においても
同様に海外の事業所をもち、業務を分散して行っているところ
が増えている。
今回、筆者らは業務の効率化のために � を積極的に導入し

ている岐阜県内の中規模の製造業の&社において、� を活用
して国内事業所と海外事業所の間での情報や知識の共有を効率
よく行う試みについて聞き取り調査を行なった。
&社においては、国内事業所で製造する物の設計やモデリ

ング等の作業を行い、それに基づき国内事業所と東南アジアに
ある海外事業所の両方において数値制御 !'("のプログラミン
グを行い、それを用いて国内の工場で製造を行うという、事業
所の役割分担をしている。
'(プログラミングの工程においては、国内事業所から海外

事業所の担当者に対して作業や修正等の指示が出され、両事業
所の担当者間で作業内容の確認などが行われる。
従来は設計図面やモデリングデータ等を電子メイルにて送

付し、詳細な作業指示や確認のための打ち合せには電話を使用
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していたが、海外事業所との間では通信コストを抑えるため、
伝達事項や質問事項を予めまとめておき、一日数回の通話の際
に伝達していた。
そのため、担当者間での情報や知識の共有に即時性がなく、

'(プログラミングの作業に遅延が生じることも多々ある状態
であった。

�� 高品質インターネット電話の導入
インターネットを利用した  7会議システム等を導入する

ことで、通信コストを抑えることが可能とはなるが、 7会議
システムの導入そのものにコストがかかるため、&社ではこ
れまで導入は見送られてきた。
一方でパソコン上で動作するインスタントメッセンジャー等

の安価に音声通話が行えるツールは存在していたが、海外事業
所で利用できるネットワーク回線が低速で不安定なため、十分
な通話品質が確保できない等の理由で &社の業務において本
格的な利用はされていなかった。
しかし、その後高品質なインターネット電話ソフトウェアの

+����#8% が登場し、&社においても実験的に導入した後です
ぐに一部の業務に本格的に取り入れた。
+����は基本的な機能を無料で利用することができる音声

通話ソフトウェアであり、通常の回線においては高品質の音声
通話が行える他、比較的低速度の回線を介した場合でもほとん
ど途切れることなく通話を行うことができる。
&社では現在、海外事業所の業務の取りまとめを行う担当

者と国内事業所の担当者の間の業務指示や作業内容の確認、現
場作業員による質問等のほとんどの場面において +����によ
る音声通話が利用されている。
なお、設計図面やモデリングデータ等の送付は従来通り電

子メイルやファイル転送機能が利用されている。

�� 考察
��� ��の製造業への導入
中小規模の製造業においては、金銭面での余裕が少ないと

ころが多い他、十分な人的資源を確保しずらいなどの理由に
より、新たな仕組みを導入する際に金銭面での対費用効果の他
に、従来の業務形態からの移行がどれだけスムーズに行えるの
かという人的なコストについての考慮が非常に重要となる。
今回 +����がすぐに&社の業務に導入されたのは、基本的

な機能の利用が無料で利用できることが一つの要因ではある
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が、それ以上に低速な回線状態であっても必要な内容を伝達で
きる品質を持っていたことが大きな要因となっている。また、
電話による通話という従来の形態とそれほど大きな差がなく
利用できるため、現場の担当者にとってすぐに慣れることがで
き、導入にかかる教育コストも低く抑えられている。

��� ���	
導入の効果と問題点
+����を導入することにより国内事業所と海外事業所間の

通話コストが軽減できた。
それ以上に効果が上がったこととして、これまでのように回

数を制限することなく作業指示や質問等を伝えることができる
ようになったため、現場作業者が思考や作業を中断することな
く業務を行えるようになったことが挙げられる。
これは、単に国際電話の回数の制限によってこれまで必要と

なっていた情報の伝達や確認の時間が短くなった以上に、作業
員が連続して作業を行えるようになったことで、何度かの中断
をはさみながら '(プログラミングを行う場合に比べて作業
効率がかなり向上した。
一方で、これまで基本的な作業指示と図面データを電子メ
イルによって送付していたことで情報伝達を行った事の記録が
残っていたが、+����を導入して音声によって容易に担当者間
で情報伝達を行えるようになったことで、情報伝達の記録が残
らない場合が増えて、作業指示が確実に伝達されたかどうかが
確認できず、業務の進行が遅延するというトラブルが +����

導入以前に比べて増えている。
これは音声によって指示を伝達する際に、毎回記録を残すよ
うにすることで解決ができるが、効率よく行うためには担当者
の作業手順を増やすことなく自動的に行えるようにする仕組み
が必要となる。
それには、現状のように +����を単体で使用するのではな

く、+����を工程管理システムや業務指示システム等に組み込
み、情報伝達と業務の管理の連携を行えるようにすることで可
能となる。
これまでにもこのようなシステムの提案は各種存在してい

たが、導入後の効果が事前に十分検証できない場合が多く、採
用の決定に慎重になる場合が多かった。
しかし今回のように単体の機能を手軽に導入でき、それが

一定の効果を持っていることが確認できれば、複数の機能を組
み合わせた次のシステムへ移行するかどうかの判断がしやすく
なる。
実際に同業の9社においても、当初 +����を事業所間の連

絡手段として導入し、その利便性が理解された後でより高度な
機能を持つシステムが導入された。

��� 今後の展開
&社においては、海外事業所との情報や知識の共有を効率

化することの他に、業務の指示や作業工程の把握に � を本格
的に導入することを検討している。すでに自社開発の工程管理
システムが導入されているが、これを利用しているのは主にマ
ネージャクラスの担当者であり、現場作業員への指示や図面等
の伝達は紙やフロッピーディスクを使ったものとなっている。
工場等も含めた全ての部署の従業員の利用も想定した業務

管理システムを導入することで、全員が製造工程全体の進行状
況を把握することができ、予測に基づいてより効率よく作業を
行えるようになるなどの効果が期待されている。
さらに、現在は年配の従業員が個別に保持しているノウハ

ウなどをデータベース化し、工場等の現場においても全員が知
識の共有を行えるようにすることで、より高度な知識や技術を
必要とする業務を拡大することを目指している。

しかし既に工場等の現場でのコンピュータの導入は進んでは
いるものの、年配の従業員を中心に種々のツールやシステムを
使いこなすことが十分にできない現状も存在している。
今回 +����を導入した際には、対象の部署がある程度スキ

ルを持つ人材が多かったことの他に、従来の電話の受話器型の
端末を使用することで、新しいツールに対する抵抗感が少な
かったことも、業務への組み込みがスムーズに行えた要因と
なっている。
同様に業務管理システムの利用を現場作業員にまで広げる際

には、普段使い慣れている機械の制御盤等に組み込む手法や、
従来の機器と類似の方法で利用できるものにするなどの工夫が
必要となる。

�� まとめ

本稿では、中規模の製造業において、海外事業所との情報伝
達や共有の手段として高品質インターネット電話 +����を導
入した事例について、その効果と問題点について検証し、今後
の展開について論じた。
製造現場への � の導入は業務の効率化等の効果があり、よ

り高度化することでさらなる効果が期待されているが、業種
や企業規模、業務形態に応じて適切な手法を採用する必要が
ある。
今後さらに、連携している製造業各社に応じた � の活用方

法について提案し、より適切な手法についての検討を続ける予
定である。

参考文献

#$% 山田太郎) 製造業の � 戦略と実践� 日本プラントメンテ
ナンス協会 !8--$"�

#8% +����) �

�)::�������������:��
	:6�:

�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


